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昨年は、幸いにも大きな自然災害がなく、高温の影響も最小限に抑えられ、水稲の作況指

数は南部・下北が１０６の「良」で、１等米比率等品質も良好でした。また、野菜等も大き

な生育障害もなく収穫されました。令和３、４年は大雨被害、令和５年は異常高温による障

害と被害がありましたので、久々に安定した出来秋を迎えることが出来ました。

農業者の高齢化や担い手不足に加え、資材や燃料の高止まり等厳しい農業情勢が続きます

が、安全・安心で高品質な農産物の生産や販売力の強化、若手農業者の育成等、関係機関・

団体と連携しながら、上北地域の農業振興に引き続き努めて参りますので、御協力をよろし

くお願いいたします。

『頼られる普及指導員に』 地域第１班：坂本 奈津美

私は主に十和田市と七戸町の野菜生産振興を担当し

ています。様々な研修や日々の業務を通じて、青森県

の野菜生産や生産者・関係機関との関係づくりの大切

さを感じています。頼られる普及指導員を目指し、こ

れからも頑張ります。

『希望を抱き、挑む』 三沢分室：八戸 公平

今年度、民間企業から転職してきました。野菜担当

として生育調査、講習会などを行っているほか、様々

な研修で多くの事を学び、感じ取っています。情報社

会に広くアンテナを張り、青森県の農業を更に拓いて

いけるよう、前職の知識も生かしながら日々精進して

いきます。

第４４回「田中稔賞」受賞 竹ケ原 直大さん

稲作農業などを模範的に実践し、協調性・指導性により地域農業の振興に寄与し、本県稲作農

業の発展に顕著な業績をあげた個人または団体に贈られる「田中稔賞」を十和田市の竹ケ原直大

さん（45歳）が受賞しました。

竹ケ原さんの経営耕地面積は168haで、内訳は、水稲81ha、大豆28ha、小麦14ha、牧草

45haです。水稲は、全て主食用米として「まっしぐら」を作付けし、スマート農機の活用と高

密度播種苗栽培の導入により労働負担の大幅な軽減と作付面積の拡大を可能にしたほか、牛ふん

堆肥投入による土づくりと独自の混合肥料作成による良質米の安定生産が高く評価されました。

田中稔稲作顕彰会長からの賞状授与
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去る６月17日、六戸町の若手稲作農家を対

象に「水稲の省力・低コスト栽培技術研修会」

を開催しました。

研修会では、水稲乾田直播栽培を行っている

三沢市の（農）フラップあぐり北三沢の千葉代

表からの取組紹介や、参加者から米づくりの課

題及び今後の取組等について意見交換を行い、

その後、（農）フラップあぐり北三沢の水稲乾

田直播栽培ほ場を視察しました。

当室では、今後も水稲の省力・低コスト栽培

の導入を積極的に支援していきます。

中部上北地域の水田農業推進に向けた取組

次代に引き継ぐ上北地域集落営農活性化事業
～集落営農組織間の連携に係る先進事例調査 ～

当室では、持続可能で活力ある農山漁村

をつくるため、一本松集落をモデル集落と

して選定し、地域経営体を中心とした稼ぐ

力のある「あおもり型農村ＲＭＯ」の育成

に向けて関係機関と連携し取組を支援して

います。

その一環として今年度は、一般消費者を

対象とした「食堂一本松」の運営や、そば

打ち体験等の地域イベントの開催に取組み、

新たな交流人口増加のきっかけをつくるこ

とができました。

酪農地帯である東北町北栄地区では、飼料高騰対策

として稲ＷＣＳの確保に力を入れています。ＴＭＲ

（混合飼料）において、稲ＷＣＳがコスト低減だけで

なく、ＴＭＲ原料としても有効だということが分かっ

たきたからです。今年度は三沢市の法人と新規契約し、

県内の原料調達先は、東北町、十和田市、平内町、三

沢市となりました。北栄地区では今後も耕畜連携によ

り地域飼料の確保を図りたいと考えており、農業普及

振興室としても栽培と利用面で支援していくこととし

ています。

耕畜連携による稲WCSの生産と利用

いきいきと暮らせる集落を目指して～一本松集落（十和田市）の取組～

水稲の省力・低コスト栽培を進めるために・・・

農福連携を推進

「農福連携」とは、障がい者が農業分野での活躍を

通じ、農業経営の発展とともに障がい者の自信や生き

がいを創出する取組です。

今年度、当室では、東北町の福祉事業所が開設した

ポータルサイト「あおもり農福連携プロジェクト」及

び管内３農協等と連携し、農福連携を体験する「チャ

レンジ農福」を13件実施したほか、おいらせ町の現地

検討会を開催し、本取組を広く周知しました。また、

農業者と福祉事業所をつなぐ場として、初めて交流会

を開催し、マッチングを進める機会となるなど、徐々

に広がりを見せています。

農福連携は、連携する双方が理解することから始ま

ります。興味のある方は当室までお問い合わせくださ

い。

この事業では、中部上北地域に適した水田農業の確

立のため、排水対策が整備された水田での高収益作物

の検討、スマート農業技術の導入等の取組みを行って

います。

今年度は、6月ににんにく実証ほで検討会を開催し

たほか、秋田県大潟村、由利本荘市に視察に行き、水

田転作におけるたまねぎ栽培について学び、継続でに

んにく、新規でたまねぎの実証ほを設置しました。令

和７年２月25日にはスマート農業技術に関する研修

会を開催することとしています。

上北地域集落営農活性化協議会では、集落営農組織間の連携に取り組んでいる熊本県

の３法人を、農事組合法人中矢営農組合２名と熊本県の先進地事例調査を実施しました。

視察先の「農事組合法人久石ファーム」、「農事組

合法人熊本すぎかみ農場」、「ネットワーク大津株式

会社」では、地域の農地を守るためなんとかしなけれ

ばという議論が地域内で行われた結果、「自分の農地

は自分で守る」から「自分達の集落は自分達で守る」

という考えとなり、集落営農組織を法人化するととも

に、将来の担い手確保や農業への関心を持ってもらう

ことを目的に、交流事業や研修生の受け入れを継続的

に実施していました。協議会では、今回の研修の成果

を上北地域における集落営農組織の活性化につなげた

いと思います。

令和６年度の農業普及振興室の主な活動の報告

○かみきた農福連携ホームページ（当室HP）→

○あおもり農福連携プロジェクト（(株)レイズ運営） →

そば打ち体験受入(12/7)

津軽地域からの稲ＷＣＳ視察（8/22）

酪農現場での利用方法を説明（12/10）

意見交換の様子

現地視察研修

たまねぎ実証ほ直播機実演会（9/19)

事例調査を実施（10/23）

上北地域農福連携現地検討会（10/9）

かみきたノウフク交流会（11/29）


